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1 は じ め に

露地野菜栽培は一般的に多肥傾向であり,作物に吸収さ

れずに圃場外へ溶llt,流亡した施肥窒素の水系への影響が

問題視されている。一方,栽培面積の拡大や他の作物との

複合経営のため,作業の省力化が必要である。これらのこ

とから,環境負荷を軽減し,かつ省力的な施肥体系が求め

られてヽヽる。

そこで本報では,夏どリキャベツ栽培に適する溶出タイ

プの肥効調節型肥料を用いた,全量局所施肥により追肥を

省略した省力減肥栽培を検討した結果を報告する。

2試 験 方 法

a)耕種概要
1)試験年次 :1998～ 1999年
2)試験場所・土壌条件 :秋田農試の転換畑圃場 (細

粒褐色低地土,1998年転換)

3)供試作物 :キ ャベツ (品種 YR青春二号)
4)栽植密度 :4762株 /a(畝間70m,株間30111, 1
条植え)

5)播種及び定植日 :4月 7日 ,5月 7日
6)収穫期 :7月 2～■日
つ 試験区の構成及び施肥量 :

12)深さ別土壌無機態窒素量の測定 :半円形オーガ (直

径約 3m)を用いて株間 5～ 6カ所から深さ15mま でと,
以下深さ10mごとに採土し,定法により無機態窒素量を測

定した。0～ 15cIの仮比重を08,そ れ以下の層位は10と

し,施肥区の無機態窒素量から無窒素区の無機態窒素量を

差し引いて,施肥由来窒素量を算出した。

3 試験結果及び考察

(1)施肥位置

肥効調節型肥料の全量局所施肥は,畝の上部から約10cl

下の畝中央部にスジ状になるように行った。施肥位置は,

定植したセル成型苗の直下である (図 1)。

② IIE効調節型肥料の窒素溶出率

夏どリキャベツ栽培での日平均地温は,定植後約20日間

図 1 月巴効調節型肥料の局所施肥の状況
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図 2 地温の推移 (深さ10cI)
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表 1 試験区の構成及び施肥量

注 慣行区追肥日 :5/29,6/15 リン酸 (P205),カ リ (K20)は別途1 5kg/a全層施用
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はおおむね15℃以下で推移し,定植から収穫までの積算地

温は1000～1200℃であった (図 2)。

圃場に理設した LP30及び LP40の 6月 4日 までの累積

窒素溶出率はそれぞれ,303,192%で あり,収穫期にあ

たる7月 10日 においてはそれぞれ,745,6116%で あつた

(図 3)。 慣行施肥区での窒素吸収量は,定植後約30日 頃か

ら急激に増加することから (図 4),定植後約20日頃から

窒素溶出率が増加するLP30が LP40に 比べ適していると

考えられた。

450 8kg/aで あり,LP30を 用いた全量局所施肥を行うこ

とにより,20%減肥してもほぼ同等の収量が得られた (図

5)。

に)土壌無機態窒素量の分布
施肥39日後土壌層位別施肥由来窒素量は,いずれの区に

おいても,0～ 15cIIに 多く存在していたものの,下層土

(15～ 45cll)で は,慣行施肥区に比べ局所施囀 なかっ

た (図 6)。 これは,肥効調節型肥料により作付け期間中

の施肥窒素の溶脱量が減少したためと考えられた。
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肥効調節型肥料の累積溶出率の推移 (深さ10cI)
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図4 肥効調節型肥料の全量局所施
肥が窒素吸収量に及ぼす影響

(3)窒素吸収量と収量

LP30を用いた局所潮 巴区における窒素吸収量は,結球

中期 (6/1D:こおいて慣行施肥区に比べやや劣ったが ,

収穫期 (7/10)にはほぼ同等となり,いずれの区も約14

g/ピであった (図 4)。

局所施肥区及び慣行施肥区の収量はそれぞれ,4296,

局所施肥・     慣行施肥

全量局所施肥が収量に及ぼす影響
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図6 土壌中の施肥窒素由来無機態
窒素量の分布 (施肥39日後)

施肥日 :5/6 採土日 :6/14 追肥日 :5/29
期間降水量 :95m ・施肥窒素量 基肥15+追肥05/a

4 ま

夏どリキャベツの窒素吸収パターンに適合する LP30と

速効性窒素を20～30%混合して全量局所施肥することによ

り,追肥の省略が可能で,20%減肥しても慣行施肥区とは

ぼ同等の収量が得られた。また,この方式により,作付け

期間中における施肥窒素の下層土への溶脱量が減少した。
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